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特集一巻機山 ・菅名岳の鳥類調査報告

調査の背景と経過

南魚沼 に あ る 巻機山 （主峰牛ケ岳1 99 1.6 m) 

は 県境の三国山脈の北部 に位置 し ， 織姫の伝

説 も あ り ， 頂上付近の女性的 な ス ロ ー プ と 山

容の美 し さ で ， 登山者 に は 人気の あ る 山 で あ

る。山麓も ま た 清水 集落付近の静か な た た ず

ま い の中 に ， 自 然を 求 め て 訪

れ る 人は 多 い 。 魚沼連峰県立

自 然公 園i乙含まれ， 中 腹に は

二次林で あ る がよ い ブ ナ 林 も

あ り ， 他 の 広 葉樹 と 共lζ今後

豊か な 自 然林 と な る 乙 と が予

想 さ れ る 。

乙の巻機 山 が大手不動産業

己

る 林 は ， 県内で は も ち ろ ん 全国で も 珍 し い と

さ れて い る 。 こ の 山 は 国有林で あ る が， 県の

自 然環境保全地域の候補地に も な っ て い る 。

乙の菅名岳で 1986年 に 所管の前橋営林局 に

よ る 伐採計画 が明 ら かに な る と ， 大学の識者

・ 保護団体 ・ 地元 自 治体 な ど

か ら 保存を 訴え る 運動が起 り ，

営林局 に 陳情 な どが行われた。

当 支部 は こ れ ら の保護運動

に は直接加 わ ら な か っ た が ，

） 者 iとよ り ス キ ー場な ど大型開

乙の二 つ の 山 の 鳥類 に つ い て

は ， こ れ ま で本格的 な調査が

行われて い な い か ， 行わ れて

い て も 公 表 さ れて い な い の で ，

支部独 自 で調査 し て ， 基礎資発構想が進 め ら れ た 中 で ， 1 9

88年 よ り 県内外か ら巻機山の美 し い 自 然 を守

ろ う と ， 開 発 に 反対 す る 運動 が盛 り 上 っ た。

一方官名岳 （ 909. 2 m ） は 五泉市の東部 に

あ っ て魚沼丘陵の北端に位置 し ， す ぐ 北を流

れ る 阿賀野）｜｜か ら せ り 上 っ た 山陵の一つ で ，

そ の南西に あ る 大蔵岳 （ 864. 3 m ） と は 峰続

き と な っ て い る 。 菅名岳 も 大蔵岳 も 山腹 に は

か な り よ い ブ ナ 林があ る ほ か ， 新江川上流の

沢筋は 原生林状に な っ て いて ， ト チ ・ カ ツ ラ

・ ブ ナ ・ サワ ク ‘、ル ミ な どの大木 も 生 育 し て い

る 。特 に カ ツ ラ の大径木が ま と ま っ て存在す

料 に し よ う と い う こ と に な っ た。総会の 承認

を経て ， 数名ず つ の 調査 チ ー ム に よ り ， 巻機

山 は 89 ・ 90年 l乙 ， 菅名岳は90 ・ 91 年 lζ 調査 し

た。調査 チ ー ム は 実 費以外は ボ ラ ン ティ ア 活

動 で行 っ た 。

な お ， 巻機山 の 開発 は 現 在開発主体の 業者

の方で凍結 中 で あ る 。菅名岳の方は営林局で

そ の後 「施業見合せ林J と し ， 当 面伐採計 画

か ら は ず さ れて い る が ， 施業計画 は 5 年後 の

1 992年 に 見直 さ れ る こ と に な っ て い る 。
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'!! 
'ii 巻 機 山 の 鳥 類

はじ め に

巻機山 は 県南 部， 群馬県 と の 県境に位置す

る 標高1967 m の 山岳で、 あ る 。 表 日 本 と の 分水

嶺を成す三国山脈の北端を占 め ， 亜高山性針

葉樹林の欠如 し た 山岳の 多 い 新潟県に お い て

珍 し く オ オ シ ラ ビ ソ 林が広範囲 に 発達 し て い

る こ と か ら ， そ の 山容のす ば ら し さ と と も に

貴重な 自 然植生が残 る 山 と し て 知 ら れて い る

（西山 ， 1983）。 一方 ， 巻機山 の鳥類 に つ い

て み る と ， そ の 資料 は き わ め て 少 な く ， 1 969

年 の 千葉(197 2）に よ る 観察報告が残 さ れて

い る に すぎな い。

乙の巻機山lζ 1980年代後半ス キ ー場な どの

大型開発構想が持 ち 上が り ， 乙の貴重 な 山岳

を 開 発か ら 守 ろ う と す る 運動 が県内外の ア ル

ピニス ト や 自 然保護団体か ら お こ り ， 本 山 岳

へ の 関心が大 い に 高ま っ た。 乙の よ う な状況

の 中 で ， 日 本 野鳥 の会新潟県支部で は 早急 に

本 山岳の鳥類 調査の必要性を認め ， 1989～ 1 9

90年 に か け て 調査斑を編成 し ， 繁殖期 を 中 心

lζ 生息鳥類の生態学的 調査を行 っ た。 その結

果 ， す で に 自 然林の ほ と ん ど無 く な っ た 山麓

部か ら ， 多雪地の貴重な亜高山植生が見 生息

す る 鳥類 の分布が明 ら か に な っ た。 そ こ で ，

本 山岳の保護 に 資 す る 意味か ら こ こ に 結果 を

報告 し た い 。

調 査 地

調査は 塩沢町清水集落か ら巻機 山 山 頂まで

を踏査 し た 。 調査 コ ー ス は い ずれ も 集落か ら

巻機山 登山口に あ た る 桜坂（750 m ）を経て

山頂に 至 る 井戸尾根 コ ー ス が主であ る が ， 割

渡辺 央＊ ・ 山本 明 ・ 柳瀬昭彦（＊執筆者）

引沢を経て 山頂lζ 至 る 沢 コ ース で も 行 っ てい

る （図 1 ）。 調査 コ ース の植生等に つ い て は

結果 の 中 で述べ る が ， 概ね 集落か ら 2 合自に

あ た る 桜沢まで は ク リ， マ ルパ マ ン サ ク ， リ

ョ ウ ブ な どか ら な る 二次林で ， 下の方lζ成林

し た ス ギ林 も 多 い 。 井戸尾根の ， 七 合目付近

（約1600 m ）まで は ， ブ ナ ， ム シ カ リ， ウ ワ

ミ ズザ ク ラ ， ハ ウ チ ワカ エテーな どを主 と す る 。

亜高木 の 落葉樹林で （ 図 2 ）， ブ ナ 林 は 1200

～ 1500 m に か け て 分布す る 。 標高1 600 m 付近

か ら 9 合目の 前巻機 山 ( 1 861 m ）まで は ， 冬

の 積雪 と 強い季節 風に よ っ て ， ミ ヤ マ ナ ラ ，

シ ャ ク ナ ゲ、， ダケ カ ン ノイ ， チ シ マ ザ サ な どの

風衝低木群落が発達 す る （図3 ）。 前巻機 山

か ら 山頂 C l967 m ）まで は ， ヌマ ガ ヤ な どを

主 と す る 風衝草原が発達 し ， 湿性の高山植物

も 生育 し て い る （図 4 ）。 そ の 中 lζ オ オ シ ラ

ビ ソ 林が疎 ら に 出 現す る が ， ま と ま っ た純林

は 山頂の南西斜面 に 広 が る も の の ， 多 く は 風

衝型で， 分布 も 断続的 で あ る （図5 ）。

調 査方法

調査の年月 日 ， 調査 コ ー ス ， 調査距離な ど

は 表 1 I乙示 し た 。 調査方法は半径50 m の範囲

lζ 出 現す る 鳥類をすべて 記録す る ラ イ ン ト ラ

ン セ ク ト 法に よ っ て行 っ た。

調査結 果 の 整理 lζ 当 た っ て は ， 5 ～ 7 月 の

調査結 果 を 繁殖期 ， 4 月 と 10月 の調査結 果 は

非繁殖期 と し た。 調査範囲 以外に 出 現 し た 鳥

類 に つ い て は ， 出 現種数 と し て は 載せ た が，

そ の個体数 は 密 度の算出 に あ た っ て は 除外 し

た 。
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表1 巻機山の調査年月日 ・調査コース・調査者

調査年月 日 調査時間 天候 距離kl 調査コース 調 査者

1 989. 5. 27 1 6:00～ 16:30 晴れ 0.8 清水集落周辺 山本明・柳瀬昭彦

5. 28 4:22～ 7:45 曇り 4.  8 集落～ 桜坂～ 井戸尾根～ 巻機山 山本明・柳瀬昭彦

7 号目

7. 14 8:30～14: 1 8  晴れ 4. 7 桜坂～割引沢出 合い～割引沢～ 山本明・渡辺央

割引岳

10. 1 0  7:30～1 2:30 晴れ 4. 8 桜沢～ 井戸尾根～ 巻機山 山 頂 渡辺央・古川英夫

1 0. 28 1s:3s～1 6: 1 0  曇 り I. 0 清水集落周辺 山本明・柳瀬昭彦

1 0. 29 s:oo～11: 14 曇り 4. 1 集落～桜坂～井戸尾根～巻機山 山本明・柳瀬昭彦

5 合目

1990. 4. 22  7:37～1 3:2 5 晴れ 4. 4 集落～ 桜坂～ 井戸尾根～ 巻機山 山本明・柳瀬昭彦

5 合目

5. 26 5:00～1 0:46 晴れ 4. 8 桜坂～ 井戸尾根～ 巻機山 山 頂 渡辺央・柳瀬昭彦・

、．，〆 古川英夫

6. 1 6  5:30～ 5:50 雨 0. 5 桜板～ 井戸尾根～ 巻機山 3 合目 渡辺央・山本明

7. 26 4:30～ s:4 1 曇り 4. 5 桜坂～ 井戸尾根～ 巻機山 山 頂 山本明

、‘・”

図1 調査コース（国土地理院 1 / 25000 地図 よ り ）
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図 2 5 合目付近の亜高木を主とした落 葉樹林

図4 前巻機山（9合目） と巻機山山頂聞の

風衝草原

結果と考察

I 鳥類相の概要

繁殖期 ， 非繁殖期 の 調査合わせて確認 さ れ

た鳥類 は 8 目25科69種 に な る （表 2 ） 。 こ の

う ち 非繁殖期 に の み確認 さ れ た 種 は ， カ ルガ

モ ， ハ イ タ カ ， イ ヌワ シ ， ル リ ビ タ キ ， ノ ビ

タ キ ， シ ロ ハ ラ ， ツ グ ミ ， エナ ガの 8 種で あ

る 。 こ の う ち ， シ ロ ハ ラ と ツ グ ミ は 冬鳥 と し

て ， ま た ， ノ ビ タ キ は 旅烏 と し て 乙の時期 lζ

出 現 し た も の と 判断 さ れ る が ， カ ル カーモ と エ

ナ ガ は清水集落周 辺 で繁殖の可能性 も 高い。

ま た， ハ イ タ カ と イ ヌワ シ に つ い て は 本 山塊

で の繁殖は否定で き な い が， 後者 に つ い て は

そ の行動範囲が広 い こ と や繁殖期 の 観察 が な

い 乙 と な どか ら考える と ， 他 の山岳か ら の飛

来 と い う 線が強い。ルリ ビ タ キ に つ い て は 10

月 に 1 200 m 付近 で観察 さ れて い る が繁殖期 に

図3 7合目から上部に広がるチシ マザサな

どの風衝低木群落

図 5 山1頁付近の風衝草原とオ オ シ ラビソ林

は 記録がな く ， 本 山岳の森林植生な ど か ら み

て繁殖 の可能性は 低し 、 か も 知れ な い。1969年

の 千葉097 2）の調査で も 本種 は 記録 さ れて

い な い。

繁殖期 の 出 現鳥類 は 8 日 24科52種 に な る 。

一山岳の 出 現種類数 と し て は会津駒ヶ岳の53

種 に 匹敵 す る （小笠原 ， 1967 ） が ， 守門岳 （62

種 ） や 日 尊倉 山 （59種 ） よ り は少な い （渡辺 ，

1 992；渡部 ， 1991)。 し か し ， 乙れ ら の種類

数 の比較 は そ れぞれの 調査条件（例えば ， 調
査 日 数 や調査時期 ） な ど に よ っ て も 相違 す る

た め ， 一律に は で き な い 。

- 4 -

例えば今 回 の 出 現種類数 の 中 に は カ ル ガ、モ

やエ ナ ガ ， ま た ， 情報 に よ る と 集落周辺 で 繁

殖して い る と い う サ シパ， さ ら に 1969年に 確

認 さ れて い る ハ シ ボ ソ ガ ラ ス やヨ タ カ な どに

ついては載せてい な い 。こ れ らに つ い て は今後

の調査に よ っ て繁殖期 に 記録 さ れ る 可能性は

、、．〆

、』〆



、ー’

、同，〆

Jlb33・34日本野鳥の会新潟県支部報(1992)

表 2 巻機山の出現鳥類と出現時期および出現地域

目 科 種 繁殖期（5 7月）
a b c 

ガンカモ ガンカモ I. オシドリ ＊ 
2. カルガモ
3. ノ、チク7 ＊ 
4. ト ピ ＊ 
5. オオ夕方 ＊ 

ワシタカ ワシタカ 6. ハイ タカ
7. ノスリ
8. イ ヌワシ
9. 夕方（Sp)

カモメ チドリ 10. イ カルチドリ ＊ 
シ ギ II. イ ソシギ ＊ 

ノ、 ト 12. キジパト ＊ 
ノ、 ト

13. アオバト ＊ 
14. ジュウイ チ ＊ 

ホトトギス ホトトギス 15. カッコウ ＊ 
16. ツツドリ ＊ ＊ 
17. ホトトギス ＊ ＊ 

ブ、ノポウソウ プ1ノポウソウ 18. ブッポウソウ ＊ ＊ 
19. 7オゲラ ＊ ＊ 

キツツキ キツツキ 20. 7カケ’ラ ＊ 
21. コゲラ ＊ ＊ ＊ 
22. ツノてメ ＊ ＊ ＊ 

ツ，，メ
23. イ ワツJてメ ＊ ＊ 
24. キセキレイ ＊ ＊ ＊ 

セキレイ 25. セグロセキレイ 温惨
26. ピンズイ ＊ 

サンショウクイ 27. サンショウクイ ＊ ＊ 
ヒヨドリ 28. ヒヨドリ ＊ ＊ ＊ 
モ ズ 29. モ ズ
カワガフス 30. カワガラス 温与
ミソサザイ 31. ミソサザイ ＊ 

イ ワ ヒノイリ 32. イワ ヒノマリ ＊ 
33. カヤクグリ ＊ 
34. コマドリ ＊ 
35. コルリ ＊ 
36. Jレリピタキ
37. ノピタキ
38. トラックeミ ＊ 
39. クロツグミ ＊ 
40. シロノ、ラ
41. ツグミ

ヒタキ 42. ヤブサメ ＊ ＊ ＊ 
43. ウグイ ス ＊ ＊ ＊ 
44. メボソムシクイ ＊ 

スズメ 45. ヱゾムシクイ ＊ ＊ 
46. センタザイ ムシクイ ＊ 
47. キクイ タダキ ＊ 
48. キビタキ ＊ ＊ 
49. オオルリ ＊ ＊ 
50. サメピタキ ＊ 

エナガ 51. エナガ
52. コガフ ＊ 

シジュウカラ
53. ヒカ’ラ ＊ ＊ 
54. ヤ7ガラ
55. シジュウカラ ＊ ＊ 

コ’ジュウカラ 56. ゴジュウカラ ＊ 
メジロ 57. メジロ ＊ ＊ ＊ 

58. ホオジロ ＊ ＊ ＊ 
59. カシラダカ

ホオジロ 60. ノジコ ＊ 
61. アオジ
62. クロジ ＊ 
63. カワラ ヒワ ＊ ＊ 

アトリ 64. ウ ソ キ
65. イ カル ＊ ＊ ＊ 

ノ、タオリドリ 66. スズメ ＊ ＊ 
67. カケス ＊ ＊ 

カラス 68. ホシカeラス ＊ 
69. ハシブトガラス ＊ ＊ ＊ 

8 自 25 科 69 種 26 22 42 
注） 。 a ：清水集落 b：集落～桜坂 c：桜坂～井戸尾根～山頂 d ：絵坂～割引沢～山頂

。1991年6月2日に清水集落で行われた新潟県支部総会の探鳥会で観察された種も含めた。
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d 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 
＊ 
＊ 
＊ 

＊ 

＊ 

＊ 
＊ 
＊ 

＊ 

＊ 

＊ 
＊ 
＊ 
＊ 

＊ 
＊ 
＊ 

＊ 
24 

a 
＊ 
＊ 

ヨ与

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

キ
＊ 
＊ 

＊ 

＊ 

13 

＊確認種
4 月 10 月

b c a b c 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ ＊ 

本 ＊ ＊ ＊ 
＊ ＊ 

＊ ＊ 
＊ 

＊ 
＊ 

＊ ＊ 1陸
＊ 
＊ 

＊ ＊ 

＊ 
＊ 

＊ 
省民 ＊ 
＊ ＊ 

＊ 
＊ ＊ ＊ ＊ 

* キ 判ド
＊ t陸 ＊ ＊ 

＊ ＊ ＊ 
＊ ＊ 制ド
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十分あ る だ ろ う 。 繁殖期 の 出 現種 を み る と ，

特 に 本 山岳を特徴づけ る よ う な 種類 は 見 あ た

ら な い 。 ガ ン カ モ日 （ 2 種）， ワ シ タ カ 目 （ 6 

種）， カ モ メ 目 （ 2 種）， ハ 卜 日 （ 2 種），

ホ ト ト ギ ス 目 （ 4 種）な どの種類は ， 本県の

他 の 山岳で も 広 く 出 現 す る も の で あ る 。 ブ ッ

ポ ウ ソ ウ 目で は ア カ ショ ウ ビ ン カ人 キ ツ ツ キ

目で は オ オ ア カ ゲ ラ が確認 さ れな か っ た が ，

両種 と も よ く 発達 し た ブ ナ 林や ミ ズ ナ ラ 林 な

どの落葉広葉樹林 に 好ん で生息す る だけ に ，

清水集落の登川 に面 し た森林 に 生 息 し て い る

可能性は あ る 。 ま た ， ス ズ メ 目で は や は り ブ

ナ 林帯i乙 多 い マ ミ ジ ロ が確認 さ れな か っ た 。

こ れ ら も 今後 の調査に よ っ て確認 さ れ る 公算

は 強 い が ， 本 山岳の 自 然林の乏 し さ を考慮す

る と こ れ ら の生息数 は本来少な く ， 今 回 の よ

う な 短期 間 の調査で は 記録 さ れな か っ た と い

う こ と も 考え ら れ る 。 本 山岳に は オ オ シ ラ ビ

ソ な どか ら な る 亜高山性針葉樹林 が分布 す る

た め ， カ ヤ ク グリ， キ ク イ タ ダキ ， ホ シ ガ ラ

ス な どが し 、ずれ も 本 植生帯で観察 さ れて お り ，
コ マ ドリの生息 も 確認 さ れ た 。 ま た ， 山頂近

く の岩場や ガレ場の存在に よ っ て ， イ ワ ヒ バ

リ も 本 山岳に生息 し て い る こ と が明 ら か に な

表3 集落 ・桜坂付近の出現鳥類の僧体数と優占度

清水集落付近（ 600 m) 集落～桜坂 （ 600～740 m) 

人家・河川・二次林 クリ ・リ ョウブ等二次林

種 個体数 個体数／時 優占度 種 個体数 個体数／時 優占度

ツノイメ 9 7. 5 1 4. 5 ホオジロ 10 1 2. 5 1 9. 6 

スズメ 7 5. 8 1 1. 3 メジロ 6 7. 5 1 1. 8 

キセキレイ 6 5. 0 9. 7 ウグイス 5 6. 3 9. 8 

ホオジロ 6 5. 0 9. 7 ヒヨドリ 4 5. 0 7. 8 

ヒヨドリ 5 4. 2 8. 1 キセキレ イ 3 3. 8 5. 9 

カワガ、ラス 3 2. 5 4. 8 ブッポウソウ 2 2. 5 3. 9 

カワラヒワ 3 2. 5 4. 8 ツノfメ 2 2. 5 3. 9 
ハシブトガラス 3 2. 5 4. 8 サンショウク イ 2 2. 5 3. 9 

セグロセキレイ 2 1. 7 3. 2 カワラヒワ 2 2. 5 3. 9 

イソシギ、 2 1. 7 3. 2 イカJレ 2 2. 5 3. 9 

ウグ イス 2 1 .  7 3. 2 スズメ 2 2. 5 3. 9 

メジロ 2 1. 7 3. 2 カケス 2 2. 5 3. 9 

オオルリ 2 1 .  7 3. 2 ノ、 イブトカーラス 2 2. 5 3. 9 

キジノイ卜 0. 8 1. 6 アオゲラ 1 .  3 2. 0 

コゲラ 0. 8 1 .  6 ヤブサメ 1. 3 2. 0 

サンショウクイ 0. 8 1 .  6 エゾムシクベ 1. 3 2. 0 

ホトトギス 0. 8 1. 6 オオルリ 1. 3 2. 0 

イワツノイメ 0. 8 1. 6 ヒガラ 1. 3 2. 0 

ヤブサメ 0. 8 1 .  6 シジュウカラ 1. 3 2. 0 

キビタキ 1 0. 8 1 .  6 コゲラ 1. 3 2. 0 

ヤマガラ 0. 8 1. 6 ヤマガラ 1. 3 2. 0 
イカノレ 0. 8 1 .  6 ツツドリ ( 1 ) 

オシドリ ( 2) クロツグミ ( 1 ) 

ブッポウソウ ( 4) 

カッコウ ( 1 ) 

イカルチドリ ( 1 ) 

26 種 62 51 .  7 100 23 種 5 1  63. 8 100 

〔註〕① 2 回 以上調査したコース の各鳥種 の個体数は多い方を採用した（他 のコースも同様） 。

② （ ）内 の個体数は調査範囲外に出現したも の。

- 6 -
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JI 個体数密度と分布
1. 集落・ 桜坂 付近

巻機山の登山口 に あ た る 清水集落は標高約

600 Ill に あ る 。 人家は集落の ほぼ中央部 に 集

中 し， 周 辺 には ブ ナ な どの山林， ス ギ林， 水

田 ， 河川な どが集落を囲む よ う に し て 存在す

る 。 集落か ら 巻機山 2 合自に あ た る 桜坂 ま で

は約 2 kmの二次林が続 く 。 これ ら の地域の 出

現鳥類は合計36種， 密 度は56.5 羽／時で あ る 。

以下各地域毎 に示す（表 3 ） 。

(1）集落付近（標高印O Ill ) 

清水集落の西側を登川 の清流が流れ， そ の

河畔には高木 の シ ロ ヤ ナ ギが見 ら れ る 。 対岸
の山腹は高木 の ブ ナ や カ エデ類な どか ら な る

落葉広葉樹林 に よって覆われて い る 。 集落内

iと は畑や水 田 も 若干含 ま れ る ほ か， ス ギ林 も

目 立 つ。

出 現鳥類は 27種， 密 度は51. 7 羽／時で あ る 。

優占 度は集落 内 に 生息 す る ， ツ バメ ， ス ズ メ ，
キ セ キレ イ の順lと高い が， 低山地域の山林 iと

生息す る ヒ ヨ ド リ や ホ オ ジロの優占度 も高 く ，

乙 れ ら 上位5 種で全体の約半数（53.3 %）を

占 め る 。 ま た， 登川 lと はカ ワ ガ ラ ス ， イ ソ シ

ギ， イ カ ル チ ド リ ， オ シ ド リ ， セ グ ロ セ キ レ

イ も 出 現 し た。 桜坂iζ 向 か う 集落の上方には，

かな り 良好な ブ ナ 林が存在す る が， そ こ に 生

息す る と 思 わ れ る ブッ ポ ウ ソ ウ が常に 観察 さ

れ る の も 乙 乙 の特徴で あ る 。

(2) 集落～桜坂 （標高 600 ～ 740 rn) 

ス ギ林 と そ の造林地の他に． ク リ ， リ ョ ウ

ブ， ウ リ ハダ カ エデな ど か ら 成 る二次林が主

体の地域で， 山小屋 や駐車場な どの人工構築

物 も含 ま れ る 。 し か し ． 標高 700 ～ 750 mの

桜坂周 辺 の二子沢や割引沢の河原には ト チ ，

サ ワ クソレ ミ ， ブ ナ な どの高木 を交えた渓畔林

も 分布す る 。

出 現鳥類は27種， 密 度は 63 .8 羽／時で あ る 。

ス ズ メ ， ツ バ メ ， カ ワ ラ ヒ ワ な ど の集落付近
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の優占種が ま だ一部 出 現す る が， 優占 度上位

は ホ オ ジロ， メ ジ ロ ， ウ グ イ ス ， ヒ ヨ ド リ な

ど， い ずれら低山地域の二次林 に 多 い種類が

優占 す る 。 優占 度上位5 種 の合計優占 度は35 .

1%で あ る 。

2 .  井戸尾根コース

本山岳の 登山 コ ー ス の中心 と な る 乙 の コ ー

ス は， 標高 740 mか ら 山頂の1 967 Illま で の 区

間 で あ る 。 低標高地域は ブ ナ， ミズナ ラ な ど

の亜高木林， 途 中 1 200 Illか ら 150 0Ill聞 に 分布

す る ブ ナ 林 を経て． さ ら に 上部 の低木群落 ，

風衝草原， オ オ シ ラ ピ ソ 林な ど， 標高 と 植生

の変化 に対応 し て 出 現鳥類 も 多 く ． 合計43種，

23.8羽／時が記録 さ れ た（表 4 ） 。

( 1) 2合目 ～5合目 （標高 75 0～ 1 1 28rn)

巻機山の登 り に 入 る 2 合 目 か ら 標高1 000 Ill 

を越す5 合固 ま で の 区間は， 3合 目 （ 820 Ill) 

付近 ま では， ミ ズ ナ ラ ， ウ ワ ミ ズザ ク ラ ， ハ

ウ チ ワ カ エデ， ム シ カ リ な ど の亜高木が主な

二次林で あ る 。 840 m付近 か ら 所 々 ブ ナ 林が

現れるが， ま だミズナ ラ， カ エデ類な どが混交

し ， 標高を増す に つ れて タ ニ ウ ツギ， リ ョ ウ

ブ， マ ルパ マ ン サ ク ， ム シ カ リ な ど の亜高木．

低木林 にな る 。
出 現鳥類は24種， 密 度は 40.0 羽／時で あ る 。

優占 度はホオ ジ ロ ， メ ジ ロ ， ヒ ヨ ドりな ど，

い ずれ も二次林地域 に 多 い種類 が上位を占 め

る が， 標高を増す につれて， メ ボ ソ ム シ ク イ ，

コ ガ ラ ， カ ケス な どが多 く 出 現 す る よ う に な

っ た 。 優占 度上位5種の合計優占 度は51 .6%

で あ る 。

(2) 5合目～7合目（標高1128～1564 Ill) 

標高1 200～1500 Illの 聞 に ブ ナ 林が出 現す る

が， 下部の ブ ナ 林はかな り 樹高 も あり， 亜高

木層， 低木層の発達 し た比較 的林相状態の よ
い ブナ 林で あ る 。 一方， 上部 の ブ ナ林は樹高

も｛丘 く ， ミ ヤ マ ナ ラ ， マ ルノイマ ン サ ク ， ム シ

シ カ リ ， タ ニ ウ ツ ギな どが混交す る低木林で

あ る 。

出 現鳥類は28種， 密 度は 28.0 羽／時 で あ る 。
一ー／ 一一
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表4 井戸尾根コースの出現鳥類の個体数と優占度

2 合目～ 5 合目C740～1128 m) 5 合目～ 7 合目 （ 740～1564 m) 

ブナ ・ ミズナラ等二次林 プナ等二次林 ・ ブナ林

種 個体数 個体数／時 優占度 種 個体数 個体数／時 優占度

ホオジロ 6 4. 3 1 0. 9 ウグイス 7 3. 5 12. 5 

メジロ 6 4. 3 1 0. 9 ヒガラ 7 3. 5 12.  5 

ヒヨドリ 5 3. 6 9. 1 コJレリ 5 2. 5 8. 9 

メボソムシクイ 4 2. 9 7 . 3 キビタキ 5 2. 5 8. 9 

カケス 4 2. 9 7. 3 カケス 4 2. 0 7. 1 

コガラ 4 2. 9 7. 3 シジュウカラ 4 2. 0 7. 1 

ヤブサメ 3 2. 1 5. 5 クロジ 4 2. 0 7. 1 

ウグイス 3 2. 1 5. 5 ホトトギス 3 1 .  5 5. 4 

シジュウカラ 3 2. 1 5. 5 ウ ソ 3 1. 5 5. 4 

ホトトギス 2 I. 4 3. 6 ミソサザイ 2 I. 0 3. 6 

コノレリ 2 I. 4 3. 6 ジュウイチ 2 I. 0 3. 6 

オオルリ 2 I. 4 3. 6 ツツドリ 0. 5 I. 8 
、、．，〆

クロッグミ 2 I. 4 3. 6 アオゲラ 0. 5 I. 8 

ツツドリ 0. 7 I. 8 ホオジロ 0. 5 I. 8 

アオゲラ 0. 7 I. 8 オオルリ 0. 5 I. 8 
ノ、シブトガラス 0. 7 1. 8 ビンズイ 0. 5 I. 8 

キビタキ 0. 7 I. 8 アカゲラ 0. 5 1. 8 

キセキレイ 0. 7 I. 8 ト ビ 1 0. 5 I. 8 

センダイムシクイ 0. 7 I. 8 イワツノイメ 1 0. 5 I. 8 

トラツグミ 0. 7 I. 8 ホシガラス 0. 5 I. 8 

アカゲラ 0. 7 I. 8 イカJレ 0. 5 I. 8 

コゲラ 0. 7 I. 8 カッコウ ( 1 ) 

アオノすト ( 1 ) ツツドリ ( 1 ) 

ホトトギス ( 1 ) 
コガラ ( 1 ) 

キクイタダキ ( 1 ) 

コマドリ ( 1 ) 

オオタカ ( 1 ) 

23 種 55 40. 0 1 00 28 種 56 28. 0 100 
、、，，〆

7 合目～ 9 合 目 (1564～1867 m) 9 合目～山 頂 (1867～1967 m)

ミヤマナラ等低木林 ・ 草原 風衝草原 ・ オオシラビソ体

種 個体数 個体数／時 優占度 種 個体数 個体数／時 優占度

ウグイス 3 2. 1 23. 1 ウグイス 4 4. 0 4 0. 0 

ウ ソ 3 2. 1 23. 1 ウ ソ 2 2. 0 20. 0 

クロジ 2 I. 4 1 5. 4 イワ ヒノイリ 2 2. 0 20. 0 

ホトトギス 0. 7 7. 7 メボソムシクイ 1 .  0 10. 0 

カケス 0. 7 7. 7 カ ヤクグリ 1. 0 10. 0 

ビンズイ 0. 7 7. 7 ビンズ7イ I. 0 1 0. 0 

メボソムシクイ 0. 7 7. 7 ツノイメ ( 3) 

カ ヤクグリ 1 0. 7 7. 7 ホオジロ ( 1 ) 

キセキレイ 0. 7 7. 7 ホシガラス ( 1 ) 

9 種 1 4  1 0. 0 1 00 9 種 11 1 1. 0 100 

- 8 -



、』〆

、．，〆

優占 度上位5 種は． ウ グ イ ス ， ヒ ガ ラ ， コ ル

リ， キ ビ タ キ ， カ ケ ス ， シ ジュ ウ カ ラ ， ク ロ

ジ の順で ， 乙 れ ら の合計優占 度は 64.1%にな

る 。 ウ グ イ ス 以外はほと ん どプ ナ 林帯 に 多 く

出 現す る種類で ， 本 山岳の中 では最 も 鳥相の

豊かな区間 と い え る 。 乙 の ブナ 林帯 に お け る

出 現種類数 と 個体数密 度は， 例 え ば亜高木 ・

低木林が主体の守門岳 ブ ナ 林帯 の24種 ， 20.4

羽／時（渡辺. 1 992） や苗場山 の ブ ナ 林 の25

種 ， 29.0 羽／時（本間 ， 197 0 ） な ど と ほ ぼ同

等か． そ れ を上回 る が ， 成林状態の ブ ナ ・ ミ

ズ ナ ラ 林が広範囲に 分布す る 三国峠地域の37

種 ， 57 .1 羽／時 （渡辺 ， 印刷 中 ） な ど と 比較

す る と かな り 低 い 。

(3) 7合目 ～9合目 （標高1564～1 867 m )

ミヤ マ ナ ラ ， ダケ カ ンノイ， ハ ク サン シ ャ ク

ナ ゲ， チ シ マ ザ サ な ど の風衝低木群落が主体

と な る 。 9 合 目 は前巻機山 ， あ る いは ニ セ 巻

機山 と 呼ばれ る ピ ー ク で ， この付近 に はミ ツ

バ オ ウ レンや ス ゲ類な どの風衝草原 も 発達 す

る 。

出 現鳥類は 9 種 ， 密 度は1 0.0 羽／時で ， 鳥

相は一気 に貧弱 にな る 。 優占 度は ウ グ イ ス ，
ウ ソ ， ク ロ ジ の順で， 乙 れ ら 上位 3 種で全体

の 61.6%を占 め る 。

(4) 9合目 ～巻機山山頂 （標高1 867 ～1 967

m )  

前巻機山か ら 山頂への鞍部は チ シ マザサ ，

ヌマ ガ ヤ な ど か ら な る 雪国草原や風衝低木群

落 が一面 iζ 広 が り ， そ こ に オ オ シ ラ ビ ソ 林が

出 現す る 。 鞍部 の オ オ シ ラ ビ ソ 林は強い 季節

風の影響を 受 け て 樹高がお さ え ら れ た 風衝 型

が 多 く ， 分布 も 疎 ら であ る が， 山頂の南西斜

面 にはかな り ま と ま った オ オ シ ラ ビ ソ 林が広

が る 。

出 現鳥類は 9 種， 密 度は11.0 羽／時で， 7

合 目 か ら の鳥相 と 大 き な変化はない 。 優占 種

は ウ グ イ ス で ， ウ ソ ， イ ワ ヒ バリがそ れ に続

き ， 乙 れ ら 3 種で全体の 80. 0%を占 め る 。 巻

機山ではオ オ シ ラ ビ ソ 林の 分布 が ご く 疎 ら で
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あ る た め ， ζれ ら 針葉樹林 l乙対応す る 鳥類 の

密 度は ， 例 え ば苗場山の針葉樹林帯 （ 45.0 羽

／時） な ど と 比較 す る と き わ め て低 い も の で

あ る 。 こ こではむ し ろ風衝低木群落 に対応 し

た鳥類が主体で あ る と い え る 。

3. 割引沢コース

桜坂 （ 2 合 目 ） か ら 割引沢を 登 り 山頂lζ至

る こ の沢 コ ー ス は ， 1 989年 7月にI回の調査

を 行って い る 。 出 現鳥類は合計26 種． 密 度は

9. 6 羽／時 で あ る 。 つ ま り 尾根 コ ー ス に比べ

て 周 囲の樹林が極端に少ない沢の鳥相は き わ

め て貧弱な 乙 と がわ か った （表5 ） 。
( 1）桜坂 ～割引沢出合 （標高750 ～11 28m )

沢の東 山斜面 の上方を沢 に 沿 って細し、道 が

避難道 と し て続 く 。 下部は井戸尾根 と 同 様 に

二 次林であ る が ， 標高を増す と サ ワ グ ル ミ，

ト チ ， ミズ ナ ラ ， ブ ナ な どの高木林が出 現す

る 。

出 現 鳥 類は20種 ， 密 度は1 2. 9 羽／時で あ

る 。 優占 度 は ホ オ ジ ロ ， ヒ ヨ ド リ ， メ ジ ロ

の 3 種が高 く ， これ ら の 合 計優占 度は51 .6

9ぢにな る 。 そ の他 ミズ ナ ラ や ブ ナ 林 に は コ

ゲ ラ ， オ オ ル リが 出 現 し ， ゴ ジ ュ ウ カ ラ は標

高 900 m の サ ワ グ ル ミ林 K ， ま た ク ロ ジは標

高 97 0 m の低木林が発達 し た ブ ナ 林 iと 出 現 し

fこ。

(2) 割引沢出合 ～尾根出合 下部 （標高11 28
～1520 m )  

沢lζ入 る と 両岸は急峻な崖 と な り ， ブ ナ な

どの高木や亜高木林は上部の緩斜面 l乙見 ら れ

る だけ で ， 沢の急斜面 には雪崩植生で あ る タ

ニ ウ ツ ギ ， ヤ マ モ ミ ジな ど の低木林 や ス ゲ類

な どの草木類が生育 す る 。

出 現鳥類は 9 種で あ る が調査範囲 内 （半径

50 m ） では 4 種 ， 密 度は7 .5 羽／時で あ る 。

優占 度は ウ グ イ ス ， キ セ キレ イ ， ミ ソ サザ イ ，

ビンズイ の順で， 上位 3 種で 93.3%を占 め る 。
そ の他の 出 現種で あ る ホ オ ジ ロ ， ク ロ ジな ど

は い ず れ も 調査範囲外の樹林部か ら さ え ず り

が聞かれ た も の で あ る 。
-9-
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表5 割引沢コースの出現鳥頚の個体数と優占度

2 合目～沢出 合（ 740 ～1128m) 沢出 合～尾根出 合下部0128～1520m)

二次林・サワグルミ ・ ブナ林 雪崩植生（低木林 ・ スゲ類）

種 個体数 個体数／時 優占度 種 個体数 個体数／時 優占度

ホオジロ 7 2. 9 2 2. 6 ウグイス 6 3. 0 40. 0 

ヒヨドリ 5 2. I 16. I キセキレイ 5 2. 5 33. 3 

メ ジロ 4 1. 7 12. 9 ミ ソサ ザイ 3 1. 5 20. 0 

コゲラ 2 0. 8 6. 5 ビンズイ 0. 5 6. 7 

ヤブサメ 2 0. 8 6. 5 クロジ ( 3) 

オオルリ 2 0. 8 6. 5 ホオジロ ( 2) 

ゴジュウカラ 2 0. 8 6. 5 カヴコウ ( 1 ) 

ウグイス 0. 4 3. 2 メ ボソムシクイ ( 1 ) 
、、．〆

モ ズ 0. 4 3. 2 ウ ソ ( I ) 

ミソサザイ 0. 4 3. 2 

サンショウクイ 0. 4 3. 2 

センダイムシクイ 0. 4 3. 2 

シジュウカラ 0. 4 3. 2 

クロジ 0. 4 3. 2 

ノ、シブトカ。ラス ( 2) 

ノスリ ( 1 ) 

アオゲラ ( 1 ) 

クロツグミ ( 1 ) 

キジノ〈ト ( 1 ) 

カワラ ヒワ ( 1 ) 

20 種 3 1  1 2. 9 100 9 種 1 5  7. 5 100 

尾根出 合下部～尾根出 合 ( 1520～1760m) 尾根出 合～ 割引岳 山 頂 (1760～1930m)

低木林・チシマザサ・草原 チシマザサ ・ 風衝草原

種 個体数 個体数／時 優占度 種 個体数 個体数／時 優占度

モ ズ 0. 8 1 00 ツノイメ ( 3) 

ウグイス ( 2) ウグイス ( 2) 

ビンズ7イ ( I ) 

メ ボソムシクイ ( 1 ) 

4 種 0. 8 100 2 種 。 。 。
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(3) 尾根出合 下部～尾根出合 （標高1520～

1 760 m )  

沢上部か ら 尾根へ急登 す る 付近は， 岩ゃれ

き 地が多 く な り ， チ シ マザ サ な ど の風衝低木

林や草原が出 現す る 。

出 現鳥類は 4 種を記録 し た に 留 ま り ， そ の

う ち 半径50 m の範囲に 出 現 し た のは モズ た だ

1 種 にすぎなか っ た。 さ ら に 上部 の尾根筋か

らは ウ グ イ ス ， メ ボ ソ ム シ ク イ ， ビンズ イ の

鳴 き 声が聞かれ た。

(4) 尾根出合 ～割引岳山頂（標高1760～19
30 m )  

チ シ マ ザ サ ， 風衝草原か ら な る 割引岳山頂

への区間では， 上空 に ア マ ツ バ メ が 出 現 し た

が調査範囲以内 に 出 現 した鳥類はなか っ た 。

ま と め

1989～1990年 の 調査 に よ っ て69種の鳥類が

記録 さ れ た。 その う ち繁殖期（ 5 ～ 7月） の

出 現鳥類は52種を数え た が ， 今後の調査 に よ

っ て さ ら に増え る 乙 と も 予測 さ れ た 。 乙 れ ら

の鳥類 の 中 に は， 特 に 本 山岳に限 っ て生息 し

て い る よ う な種は見当 た ら ず ， 県内 の諸山岳

i乙分布 す る種類 と ほぼ共通 し て い た。 そ れは

樹林性の鳥類が最 も 豊かであ る と い われ る ブ

ナ林域 の 出 現鳥類をみて も 同様で． ウ グ イ ス

ー ヒ ガ ラ ー コ ル リ ーキ ビ タ キ が優占 し て い た

が ， そ れ ら の密 度 も 特 に注 目 すべ き 傾向は認

め ら れなか っ た。

山頂付近iζ断続的なが ら 分布す る オ オ シ ラ

ビ ソ 林は， こ れ ら の少な い 県内 の山岳の中 で

は貴重な存在で， 湿性草原な ど と と も に そ の
保護 を強 く 痛感 し た。 そ れは本植生帯 lζ分布

し て い た亜高山牲の カ ヤ ク グ リ ． キ ク イ タ 夕、、

キ ． ホ シ ガ ラ ス ， コ マ ド リ ， ビンズ イ な どの

密 度が き わ めて低 く ， 残 さ れ た こ れ ら の植生

帯 に かろ う じ て 分布 し て い る よ う に 思 わ れ た

か ら で あ る 。 山頂付近 では最近 乙 の植生の破

壊が進 ん で い る と い う こ と で， そ の回 復 をは

か る 試 み が積極的 に 行 わ れて い る 。 こ れ ら の
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回 復 ， 保全が今後の鳥類の生息に と っ て も 重

要であ る 乙 と は い う ま で も なL、。
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はじ め に

菅名岳 （ 909. 2 m ） は新潟平野に 面 し た低

い 山岳ではあ る が． 相当 広 い面積 の ブ ナ の 自

然林をはじめ ， 珍 し い カ ツ ラ の 自 然林な ど ，

そ の す ぐ れ た貴重な 自 然植生が注 目 さ れ ， こ

の 山域の 自 然環境を保全 す る 運動 も 展開 さ れ

て き た。

菅名岳の鳥類 に つ い ては ， 新潟県野鳥愛護

会が新潟県 の委託を受 け て ， 1987 年 に 調査 し

た が ま だそ の結果は公表 さ れ て い な い。 他iζ
は本格的な調査は さ れ て いな い 。 当支部は こ

の 山域 の 環境保全の重要性か ら ， 1990～ 1991

年 K鳥類 に つ い て の調査を行っ た。 調査参加

者な どの都合 もあって十分とは言えな い が ，

一応の調査結果を乙 こ に 報告す る 。

乙の調査 に 当 た り ， 五泉市職員 の林 公史

氏 に は宿泊 の便宜 ・ 現地案内 ・ 資料の提供な

ど ， 多大など支援を受け た。 ま た ， 本会会員

（支部会員） で五泉市 在住の塚野金 松 ・ 宮崎

増次の両氏か ら は ， 乙 れ ま での観察資料や菅

名岳 lζ 関 す る種々 の資料の提供な ど のζ支援

を受け た。 こ れ ら の方 々 に深 く 謝意 を 表 す る

も のであ る 。

調査地および調査コース

菅名岳の山麓はス ギ の人工林が多 く ， 他は

常緑広 葉樹 も 少 し点在 す る が ， 殆 どは落葉広

葉樹 （以下単に 「広葉樹J ） の 二次林であ る 。

標高が増す lζ従ってスギ林が減 り ， 広 葉樹二

次林の 自 然林とな る 。 中腹以上が ブ ナ 林 で ，

菅名岳の西面か ら 大蔵岳の北面 に 固 ま れ た 山

腹は， 相当 広範囲 に ブ ナ 林が分布 し ， 中腹お

よ び新江川 上流の沢沿 い にはかな り の 大径木

も 見 ら れ る （図 1 ） 。 しか し 山頂や稜線付近

は風衝樹林とな り ， ブ ナ を主と す る 広 葉樹が

低木林状に 生育 し て い る （図 2 ） 。 ま た新江

川上流の沢沿い には原生林状の 自 然、林 も 存在

表 1 菅名岳の調査年月日 ・調査コース ・調査者

調査年月 日 調査時刻 天候 距離kl 調査コース 調 査者

1990. 6. 8 4:47～1 1: 52 暗 5. 1 林道・三五郎山 線ゲート～丸山 小野島学 ・ 山本 明

尾根～菅名岳， 新江川上流 ・ 渡辺範雄

10. 31 9: 12～14:0] 晴 5. 1 林道 ・ 三五郎山線ゲート～丸山 小野島学 ・ 山本 明

尾根～菅名岳， 新江川上流 ・渡辺範雄

1 991. 4. 19 8:33～l 1: 15 晴 4. 2 いずみの里入口～林道・三五郎 山本 明 ・ 渡辺範雄

山線～丸山 尾根

5. 24 11 : 25～15:33 晴 2. 0 新江川上流 山本 明 ・ 渡辺範雄

5. 25 4: 30～i 1 :38 晴 10. 4 いずみの里入口～林道・三五郎 小野島学・山本 明

山線～丸山尾根～菅名岳～大蔵 ・ 渡辺範雄

岳～林道・三五郎山支線始点

一 1 2 -
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する（図 3 ）。

調査コ ー ス は図 4 11::示す通 り ， い ず み の 里

か ら林道 「三五郎山線 J を経 て ． 菅名岳登山

道 lζ 入 り ， 新江川 の 沢筋か ら 丸山尾根を辿 っ

て官名岳山頂ま で と し ， 帰路は標高 5 10 m の

ユ キ ツ バ キ 平 か ら 新江川 に下 り ， そ こ か ら 下

手へ丸山尾根登山道への登 り 口ま で と っ た が ，

91. 5 /25 には付随 的 に 菅名岳～大蔵岳稜線の

縦走路 と ， 大蔵岳山頂か ら麓の林道「三五郎

山支線 J の始点ま で調査 し た。 乙れ ら の調査

状況を 表 1 IL:示 す。

図 2 菅名岳～大蔵岳の稜線縦走路付近の風衝樹林

Nn33・34日本野鳥の会新潟県支部報(1992)

図 1 大蔵岳中腹（600 m付近） のブナ林

図3 新江川上流の原生林状の自然林

図4 調査コース（国土地理院 1 / 25000 地図 よ り ）
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調査方法

調査 コ ー ス の片側50m両側で、 100 m の範囲

に 出現 す る 鳥類を すべて記録 す る ラ イ ン ト ラ

ン セ ク ト法 に よ った。 乙 の範囲外lζ 出 現 し た

鳥類 も 記録 し たが ， ま と め る 際にそれ らは出

現種数 には加え た が ， 密 度な どの算出 に 当 た

っては除外 し た。 なお ， 5月 と 6月の 調査は

繁殖期 ， 4月 と 10月を非繁殖期 と し た。

結果と考察

I 鳥類相の概要

調査時 lζ 出 現 し た全鳥種 と ， 調査時 に は出

現 しなか ったが近年観察 さ れ た も の も含 め て

表 2 に掲げた。 全体で 8 目 22科 69種 と な った

が ， 今後未出現種が観察 さ れ る 可能性 も あ り ，

種数はま だ増え る であ ろ う 。

非繁殖期 に だ け 出 現 し た のは13種で あ る が，

乙 の う ち カ ル ガ モ・ ヤ マ ド リ ・ モズ・ カ ワ ラ

ヒ ワ は繁殖期 も生息が推定 さ れ る も の で． 他

は冬鳥 の ジョ ウ ビ タ キ ・ シ ロ ハ ラ ・ ツ グ ミ ・

カ シ ラダ カ ・マ ヒ ワ ・ ベ ニ マ シ コ ・ シ メ な ど

と ， 旅鳥 の ノ ゴマ． そ れに キ ク イ タ タ キ ・ ク

ロ ジで あ る 。 キ ク イ タ ダ キ と ク ロ ジは繁殖期

は普通lO O O m 以 上 の針葉樹林（ キ ク イ タ ダ キ ）

や サ サ薮の あ る ブ ナ 林（ ク ロ ジ ） に 生息 し ．

非繁殖期は平地や暖地 iζ 移動 す る 。 両種 と も

生息地が限定 さ れて い る こ と も あ り ， 菅名岳
の環境か ら みて生息の可能性は少な い よ う で

あ る が ， 春・秋iζは滞留な い し 通過す る 乙 と

が確 か め ら れ た。

繁殖期 の 出 現鳥類56種は， 標高 1538m の守

門岳（ 62種 ） には及ばない が ， 1 262m の 日 尊

の倉山（59種） に近 く ， 1962m の巻機山（52

種）よ り 多 い。 標高 909 m の低 山 帯上 部 ま で

し かな い 山岳 と し ては多 い 方で あ ろ う 。 これ

は ブ ナ林や原生林の存在 と 豊かな植物相に よ

る も の と 思 わ れ る 。 6月の 調査 時 に はユ キ ツ

バ キ平付近 で ア カ シ ョ ウ ビ ン と ア オ ノイ ト の声

も 聞か れ た 。

繁殖期 の 出 現種の 中 に は， 5月の調査時に

は 出 現 し たが ， 6月の調査時 に は出 現 しなか

っ た の も あ り ． ま だ移動中 のらの も い る よ う

で あ る 。 従 って この時期 の 出 現種全て が定着

し て 繁殖 し て い る と は限 ら な い で あ ろ う 。

山 域全体 と し ては， 乙 の地方に お け る 丘陵

帯（ 里 山 ） お よ び低 山 帯 ブ ナ 林の鳥類相を示

し て お り ， 特 lと菅名岳の 中腹か ら 山頂に か け

て ブ ナ 林の鳥類相が よ く 現れ て い る 。

注 目 さ れ る種 も い く つ か観察 さ れ た 。 そ の

一つは ホ シ ガ ラ ス で ， 本種は繁殖期は普通亜

高山帯に生息す る が ， 5/24 の調査時 iζ官名

岳 と 大蔵岳の 2 カ 所で ， い ずれ も 標高 700 m 

付近 に 出 現 し て い る 。 前年の 6 / 8 の調査時

に は 出 現 し て い な い の で ， 5月下旬はま だ移

動中なの か ど う か ， 関心の も たれ る と 乙 ろで

あ る 。 次 lζ ， 同 じ く 5/24 の調査時lζ菅名岳

～大蔵岳の稜線上lζ ウ ソ が 出 現 し て い る 。 ウ

ソ も 繁殖期は亜高山帯に 生息す る の で ， やは

り この 時期 ま だ移動 中 だ っ た の か ど う か。 ま

た ， ア オ ジは当地方では普通旅烏 で ， 少数は

低 山帯上部 で も 繁殖 し て い る 。 5/24 に 新江

川 上流で観察 さ れ た が ， 乙 乙 で繁殖 し て い る

の か ど う かで あ る 。 ま た ブナ 林 lζ 生息 す る マ

ミ ジロは， 最近個体数の減少が指摘 さ れて い
る 。 菅名岳では 87. 6 /28 le丸山尾根 のユ キ ツ

バ キ平 の上部付近で観察 さ れ て い る が（ 塚野

氏 私信） ， 今 回 の 調査 では大蔵岳山腹 （ 700 

～ 800 m ） で雄雌 と み ら れ る 2 個体が出 現 し ，

そ の生息が確かめ ら れ た 。 なお ， 同 じ く ブ ナ

林 lζ 生息す る オ オ ア カ ゲ ラ は， 6 / 8 の 調 査

時 に そ れ ら し き ド ラ ミ ン グを聞い た が， 確認

す る に 至 らなか った。 乙 れ だけ の ブ ナ 林が あ

る の で ， 生息 の可能性はあ る 。 乙 れ ら に つ い

ては今後 の調査の 課題で あろ う 。

n 個体数密度と分布
繁殖期の個体数密 度 と 分布を植生の概 要 と

共 lζ ， コ ース 区分 ご と に み て ゆ く こ と に す る 。

- 14-
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目

ガンカモ

ワシ夕方

キ ジ

ノ、 ト

ホトトギス

プyポウソウ

キツツキ

スズメ

8 目

表2 菅名岳の出現鳥類と出現時期および出現地繊

科

ガンカモ

ワシタカ

キ ジ

ノ、 ト

ホトトギス

カワセミ

キツツキ

、、J，ぺj.

セキレイ

サンショウクイ
ヒヨドリ
モ ズ
カワガフス
ミソサザイ

ヒタキ

エナガ

シジュウカラ

ゴジュウカラ
メジロ

ホオジロ

アトリ

カラス

22 科

種

I. オシドリ
2. カルガモ
3. ミサゴ
4 ト ピ
5. ノ、イタカ
6 サνパ
7. ヤ7ドリ
8. キ ジ
9. キジ，＜ト

10. 7オパト
II. ジュウイチ
12. カッコウ
13. ツツドリ
14. ホトトギ了ス
15. 7カショウピン
16. カワセミ
17. 7オゲラ
18. 7カゲPラ
19. コゲラ
20. ツノマメ
21. イワツノマメ
22. キセキレイ
23. ノ、クセキレイ
24. セグロセキレイ
25. サンショウクイ
26. ヒヨドリ
'l:l. モ ズ
28. カワガラス
29. ミソサザイ
30. ノゴ7
31. コルリ
32. ジョウピタキ
33. 7ミジロ
34. トラツグミ
35. クロツグミ
36. 7カノ、ラ
37. シロハラ
38. ツグミ
39. ヤプサメ
40. ウグイス
41. メボソムシクイ
42. センダ イムシクイ
43. キクイタダキ
44. キビタキ
45. オオノレリ
46. サメビタキ
47. コサメピタキ
48. サンコウチョウ
49. エナガ
50. コガラ
51. ヒカeラ
52. ヤマカ・ラ
53. シジュウカラ
54. コ’ジュウカラ
55. メジロ
56. ホオジロ
57. カシラダカ
58. 7オジ
59. クロジ
60. カワラヒワ
61. マヒワ
62. ベニマシコ
63. ウ ソ
64. イカル
65. シ メ
66. カケス
67. ホシカ’ラス
68. ハシボソガラス
69. ハシプトガラス

69 種

繁殖期（5月～6月）
a b c d e 
＊ 

〈＊〉
場民

｛＊） 
＊ 

（＊） 
＊ ＊ ＊ 

＊ 
＊ ＊ 
* 
＊ 宮脇 ＊ 
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（$〉
＊ 事
宮島 ＊ 

由也 ＊ 
（＊） （＊〕
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＊ 咽陰
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＊ 傘
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＊ ＊ 世唇
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＊ ＊ 当也
（$） 
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＊ 場怪
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＊ ＊ ＊ 

＊ 
＊ ‘ 

（＊） 
* 
＊ 

＊ ＊ 急 ＊ 
＊ 刻伝 亀
本 ＊ ＊ ＊ 本

＊ ＊ ＊ 
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＊ ＊ ＊ ホ

＊ 

＊ 
‘ ＊ ホ

ー‘ ＊ ＊ ＊ 
判ド 刻ド
＊ 

＊ ＊ ＊ 
29 16 36 II 18 

4 月
a 
魯
＊ 

＊ 

＊ 

＊ 
＊ 
＊ 
＊ 

（ホ〕

＊ 

＊ 
喝s

＊ 
＊ 
＊ 

＊ 

＊ 

＊ 
18 

注） I. a：山麓部 b：新江川上流 c：菅名岳中腹～山頂 d ：菅名岳～大蔵岳縦走路 e；大蔵岳山頂～中腹
2. （＊〉は今回の調査では出現し低かったが， 近年観察されているもの。
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1. 山麓付近（標高50～270 m) 

林道沿 い に新江川 の 谷筋は ス ギの人工林が

多 く ， そ の大 部 分は成林 し て い る が ， 所 々 に

疎林や幼令林 も あ る。 他は ナ ラ 類 ・ ヤ マ ハ ン
ノ キ類 ・ イ タ ヤ カ エデ類な ど広葉樹の 二次林

であ る が ， 高木 と なって も 疎林状 に 生育 し て

い る 所 や ， 低木層 と なって い る 所 も 多 い 。

この コ ー ス 区分は， い ず み の里入口か ら 林

道を経て新江川 よ り 丸山尾根 へ の 登 り 口 ま で

と し た。 今 回 の調査では表 3 の 通 り ， 22種が

出 現 し ， 密 度は54.4 羽／時で コ ー ス 区分 の 中

では最 も多かっ た。 乙 こでは ヒ ヨ ド リ ・ ホ オ

ジ ロ （ この 2 種で50%以上 ） が優占 す る丘陵

帯（里山） の 鳥類群集を示 し て い る 。

塚野氏が1967年の 繁殖期（5/31 ) ！ζ ， 林

道 の ゲ ー ト 付近で サ ン コ ウ チ ョ ウ を 観察 さ れ

て い る が ， 今 回 の 調査 では 2 回 と も 出 現 しな

かっ た。 なお，他に これま で キ ジ ・ カ ワ セ ミ

・ ツノて メ ・ ハ ク セ キ レイ ・ セ グ ロ セ キレ イ ・

ア カ ハ ラ な ど近年観察 さ れて い る （塚野氏お

よ び宮崎氏の 私信） 。 これ らは この コ ー ス 付

近 と は限 ら な い が， 山麓 と い う こ と で表 2 に

表3 菅名岳山麓付近および新江川上流付近の出現鳥類の個体数と密度（繁殖期）

山 麓 部 （50～270 m) ユキツバキ平～新江川上流 （ 5 00～27 0 m) 

ス ギ 人工林～二次林・河川 落葉広葉樹原生林・河川

種 個体数 個体数／時 優占度 種 個体数 個体数／時 優占度

ヒヨドリ 20 16.  0 29. 4 ミソサザイ 6 6. 2 1 9. 4 

ホオジロ 1 7  1 3. 6 2 5. 0 ヤマガラ 6 6. 2 1 9. 4 

キジバト 5 4. 0 7. 4 ヒヨドリ 5 5. 2 16. 1 

ヤフサメ 4 3. 2 5. 9 コゲラ 2 2. 1 6. 5 

キセキレイ 3 2. 4 4. 4 キビタキ 2 2. 1 6. 5 

ウグイス 3 2. 4 4. 4 オオルリ 2 2. 1 6. 5 

シジュウカラ 3 2. 4 4. 4 ゴジュウカラ 2 2. 1 6. 5 

オシドリ 2 1. 6 2. 9 ホ トトギス 1. 0 3. 2 

カワガ、ラス 2 1. 6 2. 9 カワカーラス 1. 0 3. 2 

ヒカQラ 2 1. 6 2. 9 クロッグミ 1. 0 3. 2 

カケス 2 1. 6 2. 9 ヤブサメ 1. 0 3. 2 

イワツノイメ 0. 8 1. 5 アオジ 1 .  0 3. 2 

ミソ サザイ 0. 8 1 .  5 ノ、シプトカゃラス 1. 0 3. 2 

オオルリ 0. 8 1. 5 キジノイト ( 1 ) 

ヤマガラ 0. 8 1. 5 キセキレイ ( 1 ) 

イカノレ 0. 8 1. 5 シジュウカラ ( 1 ) 

ト ビ ( 2) 

ノ、シブトガラス ( 2) 
16 種 3 1  32. 1 100  

サシパ ( I ) 〔 1. 2 km 58分〕

コゲラ ( 1 ) 

サンショウクイ ( I ) 〔註〕① 2 回調査 し たコース では， 各烏種 の個

クロツグミ ( I ) 体数は多い方を採用 し た 。

② （ ） 内 の個体数は 調 査範囲外に出現
22 種 68 54. 4 100  し たも の 。

〔2. 8加I 75分〕 -16-
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表4 菅名岳下部および中腹～山頂付近の出現鳥類の個体数と密度（繁殖期）

セ

菅名岳下 部（ 270～450 m) 菅名岳 中腹～山 頂（ 450～909 m) 

スギ幼令林・二次林 フ ナ 林

種 個体数 個体数／時 優占度 種 個体数 位跡数／時 優占度

ヒヨドリ 6 12. 9 26. 1 シジュウカラ 1 2  7 .  7 15. 4 

ウグイス 4 8. 6 17. 4 ヒガ、ラ 8 5. 2 10. 3 

ホオジロ 4 8. 6 17. 4 キビタキ 7 4. 5 9. 0 

メ ジロ 2 4. 3 8. 7 ヒヨドリ 5 3. 2 6. 4 

ヤマガラ 2 4. 3 8. 7 エナガ 5 3. 2 6. 4 

カケス 2 4. 3 8. 7 ゴジュウカラ 5 3. 2 6. 4 

ホトトギス 2. I 4. 3 ツツドリ 3 1. 9 3. 8 

コサメ ピタキ 2. 1 4. 3 アカゲラ 3 1. 9 3. 8 

イカJレ 2. 1 4. 3 コルリ 3 1. 9 3. 8 

ツツドリ ( 2) クロツグミ 3 1. 9 3. 8 

アオゲラ ( 2) メ ボソムシクイ 3 1. 9 3. 8 

ジュウイチ ( I ) メ ジロ 3 1. 9 3. 8 

カッコウ ( 1 ) ヤマガラ 3 1. 9 3. 8 

クロッグミ ( 1 ) ホトトギス 2 1. 3 2. 6 

キビタキ ( 1 ) 一 ヤフサメ 2 1. 3 2. 6 

オオルリ ( I ) センダイムシクイ 2 1. 3 2. 6 

サメ ビタキ 2 1. 3 2. 6 

16 種 23 49. 3 100 
コガラ 2 1. 3 2. 6 

イカJレ 2 1. 3 2. 6 

アオゲラ 0. 6 1. 3 

オオルリ 0. 6 1. 3 

ウグイス 0. 6 1. 3 

ジュウイチ ( I ) 一

カッコウ ( I ) 

アオノイト ( I ) 

アカショウビン ( I ) 

トラッグミ ( I ) 

ホオジロ ( I ) 

ホシガラス ( I ) 

ハシボソガラス ( 1 ) 

30 種 78 5 0. 3 100 

、．，〆

ノ色、
己

、咽，〆

カ

す

上

的

な

た 。 ミ ソ サザ イ が多 い のは ， 沢沿 い の原生林

に 本種の生息 iζ必要な 環境（ 根の露出 し た樹

木 が多 い 乙 と ） があ る た め で あ ろ う 。 ま た 乙

〔1. 5岡 田分〕

-17-
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表5 菅名岳～大蔵岳縦走路および大蔵岳山頂～中腹付近の出現鳥類の個体数と密度（繁殖期）

菅名岳～大蔵岳縦走路（ 850～909 m) 

ブナを主と す る風衝樹林

種 個体数 個体数／時 優占度

コ ノレリ 1 0  9. 2 32. 3 

ウグイス 9 8. 3 29. 0 

シジュウカラ 6 5. 5 19. 4 

ヒガラ 2 1 .  8 6. 5 

ジュウイチ 0. 9 3. 2 

ホオジロ 0. 9 3. 2 

ウ ソ 0. 9 3. 2 

カケス 0. 9 3. 2 

キジノイ卜 ( 1 ) 

ツツドリ ( 1 ) 

ホトトギス ( 1 ) 

1 1 種 3 1  28. 6 1 00 

3. 菅名岳下部付近 （標高 270 ～ 450 m) 

登山道 の新江川 上流か ら 丸山尾根 への登 り

口よ り ブ ナ 林が現れ る 所 ま で と し た。 距離が

短 く 標高差 も 小 さ かっ た が ， 一応そ れ よ り 上

の ブ ナ 林 と 区 別 し た。 乙 こ は登 り 口の上か ら

南斜面 に スギの植林地があ り ま だ幼令林， 所

に よ って広葉樹が混生 し た り 広 葉樹の若 い二

次林 と なって い る 所 も あ る 。 登山道の北側は

ミズ ナ ラ を主 と し た ブ ナ も混じ る 小 ・ 中径木

の 二次林 と なって い る 。

鳥類 の調査 では表 4 の通 り ， 16種が 出 現 し

た が， セ ン サス範囲内 では少なか っ た。 ヒ ヨ
ド リ ・ ウ グ イ ス ・ ホ オ ジ ロ が相対 的に多 い こ

と は， 山麓部 と 同様な傾向 を示 し て い る 。

大蔵岳 山 頂～中腹（ 864～500 m) 

フ ナ 林

種 個体数 個体数／時 優占度

ヒヨドリ 7 1 0. 5 20. 6 

ホオジロ 4 6. 0 1 1 . 8 

シジュウカラ 3 4. 5 8. 8 

カケス 3 4. 5 8. 8 

マζ、 シ‘、・ロ 2 3. 0 5. 9 

ウグイス 2 3. 0 5. 9 

メ ボソムシクイ 2 3. 0 5. 9 

ヒガ、ラ 2 3. 0 5. 9 

ツツドリ 1 .  5 2. 9 

アオゲラ 1. 5 2. 9 

アカゲラ 1. 5 2. 9 

コ ルリ 1. 5 2. 9 

キビタキ 1. 5 2. 9 

コサメ ビタキ 1. 5 2. 9 

コージュウカラ 1. 5 2. 9 

イカlレ 1. 5 2. 9 

ホシガラス 1. 5 2. 9 

サンショウクイ ( 1 ) 

18 種 34 51 .  0 1 00 

〔 1. 45 km 40分〕

4. 官名岳中腹 ～ 山頂 （標高 450 ～ 909 m) 

ブ ナ 林が山頂ま で続 いて お り ， 特 に 510 m 

の ユ キ ツ バ キ平お よ び そ の上部一帯にはよ く

発達 し た ブナ 林があ り ， かな り の大径木 も 見

ら れ る 。 山頂l乙近づ く に つれてプ ナ の木は小

さ く な り ， 山頂付近は 6 m以下の風衝樹林 と

なって い る 。

乙 の コ ースでは表 4 の 通 り 30種が出 現 し ，

密 度 も 50.3 羽／時で山麓部 コ ースに 次 い で高

かっ た。 こ こ では相対 的 に カ ラ 類 （ エ ナ ガ ・

シ ジ ュ ウ カ ラ ・ ゴ ジ ュ ウ カ ラ ・ キ ノイ シ リ 手ヰの

鳥 ） が多 く 45%， 次 い で ヒ タ キ 類 （ ヒ タ キ科

の鳥） で約3Hぢで． 出 現種数の多 い 乙 と と 共

18-
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共 iζ ブ ナ 林 の鳥類群集の特徴を示 し て い る 。

セ ンダ イ ム シ ク イ ・ サ メ ビ タ キは5/25 だ

け 出 現， メ ボ ソ ム シ ク イ は5/25 に も 6 / 8

K も 出 現 し て い る が， 乙 れは亜種の コ メ ボ ソ

ム シ ク イ の よ う で， これ らはま だ渡 り の途中

と も考え ら れ る 。

なお， 乙 の コ ー ス で近年 ミ サ ゴ （ 87. 6/28 

山頂付近で塚野氏） と ハ イ タ カ （ 90. 5/20 石

部久氏） も 観察 さ れて い る 。

5. 菅名岳 大蔵岳稜線の縦走路付近（標高

850 ～909 m )  

ブナ を 主 と す る 低木ない し亜高木の風衝樹

林で， カ エデ類 ・ リ ョ ウ ブ ・ ム シ カ リ ・ ナ ナ

カ マ ド ・ ク ロ モ ジ ・ タ ム シ ノイ ． マ ルノ イマ ン サ

ク な ど も 生 育 し て い る 。

調査は5 I 25 IC 1 回 だけ 行っ た。 結果は表

5 の通 り ， 出 現 1 1種 と 密 度 25.8 羽／時は コ ー

ス 区 分 の 中 で最 も 低 く ， 貧弱な鳥類相 を示 し

て い る 。 コ ル リ ・ ウ グ イ ス が相対的 に 多かっ

た の も低木 層や ブッ シ ュ の多 い稜線の環境 に

起因 し て い る も の で あ ろ う 。

なお， 前記 2 種はし、ずれ も 単独雄の噌 り で，

乙 の時期 す で にテ リ ト リ ー が形成 さ れて， 繁

殖 に入って い る も の と 推定 さ れ る 。

6. 大蔵岳山頂～ 山腹 （標高 864 ～500 m )  
山頂よ り 500 m付近 ま で ブ ナ 林が続 い て い

る 。 所 々 途切れ る 部 分 が あ り ， そ 乙 では ミ ズ

ナ ラ を 主 と す る 広葉樹の 自 然林 と なって い る 。

700 m よ り 上 に は大 き い ブ ナ は生育 し てな い

が， 650 m よ り 下方 に かな り 大径木 も 混じ る

よ い ブ ナ 林が あ る 。 500 m 以下は ミ ズ ナ ラ を

主 と す る 自 然林 も 少 し 残って い る が， 多 く は

ス ギの植林地 と なって い る 。

調査は5 I 25 , 1 回 山頂 よ り 下 り なが ら 行

っ た。 麓 ま で調査 の記録は と っ た が， ま と め

る に 当 たっ て は山頂か ら標高500 m 付近 の ブ

ナ 林の尽き る 所 ま で と し た。

結果は表51ζ示す通 り ， こ こでは1 8種が出

現 し， 35.3 羽／時の 密 度 と なっ た 。 大体同じ

ブ ナ 林の 環境であ る 菅名岳に比べ る と ，種数

Nu33・34[!本野鳥の会新潟県支部報（1992;

－個体数共に 少なく， カ ラ 類 が少な い 乙 と ，

キ ビ タ キ ・ コ ル リ も 少な く ク ロ ツ グミ ・ ヤ ブ

サ メ が 出 現 しなかっ た こ と な ど， かな り 違 い

も 見 ら れ る が， し か し これは調査 し た時間帯

の違 い に よ る のか も 知 れな い の で， 一回 だけ

の調査 で判断す る のは無理であ ろ う 。 も う 少

し詳 し い調査を要 す る と こ ろ で あ る 。

ま と め

1990～9 1 年 に菅名岳 ・ 大蔵岳山域の鳥類調

査 を行って ， 乙 れ ま で の 記録 と 合わせ69種の

鳥類が記録 さ れ た。 そ の 中 で繁殖期 lζ 出 現 し

た のは56種で， そ れ ら 全て が この山域で繁殖

し て い る と は限 ら な い も の の， 900 m程度の

低山帯の山岳に し て は比較 的豊かな鳥類相を

呈 し て い る と 言え よ う 。 そ れは山腹の相 当 面

積 の ブ ナ 林 と 新江川 上流付近の原生林な ど の

良好な生息環境 に 基 づく も の と 思料 さ れ る 。

山麓か ら 山頂 ま で， ス ギ林 と 広葉樹 の二次

林， 新江川上流 の原生林． 山腹の ブ ナ 林， 山

頂か ら 稜線の風衝樹林な ど， さ ま ざ ま な植生

環境が あ り ， そ れ ら に 対応 し て 生息 す る 鳥類

群集を あ る 程度把握 す る 乙 と が で き た。

乙 う し た鳥類群集 と 共lζ， 菅名岳の優れ た

自 然環境の保全を強 く 望む も の であ る 。

参考文献
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補地調査報告書

平 慎三(199 ］） ：菅名岳の植生． 植物同好

じね んじょ会， 菅名岳の植物 と 動物 （両

性 ・ �虫 ・ 陸性貝類） ' 1 3 -32. 

中 村登流(1988)：森 と 鳥 と ． 142 - 156. 

渡部 通(1991 ） ： 日 尊の倉山の鳥類． 四季

の つ ど い， 1 7 : 1 8-23. 
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大潟町 の 都市公園化 に伴 う

朝 日 池 ・ 鵜 ノ 池 と そ の周 辺 の環境保全運動 に つ い て

保護部 山 本 明

朝 日 池 は鵜ノ池 と 共に ， ガ ン カ モ類 を はじ

め 多くの水鳥類の渡来集合地であ り ， ま た周

辺 に秋か ら 冬 に か け て種 々 の ワ シ タ カ 類 も 渡

来 出 現 す る 。 春 ・ 秋は 水辺 を シ ギ チ ド リ 類 ，
ア シ 原 ・ 樹林 を 多くの 渡 り 鳥 が通 って 行くな

ど ， 野鳥 に と って貴重な 自 然 と な って い る 。

新潟県 はちl 年 9月初 め ， 乙 の 朝 日 池 の あ る

大潟町 iと ， 県営の都市公園を建設 す る 計画 を

公表 し た。 朝 日 池を含む5 つ の池 を核 と し て ，

周 辺 一帯 250 ヘ ク タ ール を対象 と し て い る 。

近くを北陸 自 動車道が通 り ， ま だあ ま り 開発

さ れて い な い湖沼群があ る 乙 と が選 定 の 理 由

と な った よ う で あ る 。 平成 3 年度 中 に基本計

画 を策 定 ， 4 年度 よ り 工事着手 を 目 指 し ， 5

カ 年計画で平成 7 年度 に 完成 を予定 し て い る 。

都市公園 は 人手を加えな い 自 然公 園 と 違 い ，

人手 を加えて人 々 の積極的な利用 を 図 る も の

で ， 大潟町 の都市公園計画 で も 完成 ま でに ，

総額 200 億 円 以 上 の建設費が見込 ま れ て い る 。

こ う し た状況 を ふ ま え ， 91 . 9 /28 に役員会

に保護部か ら ， こ の こ と に対 し 県 に 要望書を

出 す こ と を 提案 し て承認 さ れ ， そ の処理は保

護部に一任 さ れ た。 そ 乙 で ま ず県 の主管部署

で あ る 土木部都 市整備局都市計画課公園緑 地

室 を 訪ね て状況を聞 い た。 担 当者 の話では

① こ れ か ら 委託 し た コ ン サル タ ントに基本計

画 を立 て て も ら う ので ， ま だ具体的な こ と は

何 も 決 ま って いない ②識者 に よ る 基本計画

策定検討委員会を設け て検討 す る ③関係者

の意見を よく聞 い て計画 し 事業 を進 めて ゆく，

と い う こ と だ った。 そ 乙 で種 々 の 資 料を渡 し ，

朝 日 池が隣接 す る 鵜ノ池 と 共 lζ ， 渡 り 鳥特 に

天 然記念物の ヒ シ ク イ ・ マ カ心 ン の渡来地 と し

て ． ま た ワ シ タ カ 類で も 天然記念物の オ ジ ロ

ワ シ や 特殊鳥類 の オ オ タ カ ・ ハ ヤ ブ サ を は じ

め各種の猛禽類が渡米 す る な ど ， 野鳥 に と っ

て 重要な湖 沼 で あ る 乙 と を強調 し． こ れ ら 鳥

類 に と って の 環境 の保全 を要望 し た。 なお ，

後程県知事宛 の要望 書 を 出 す 乙 と も 話 し て お

し、fこ。

そ の後県の委託 し た コ ン サル タ ン 卜 の ス タ

ッ フ と 要員 が ， ワ ー ク シ ョ ッ プ と し て大潟町

の 公園予定地 の調査 に 入 っ た折 K ， 一夜地元

の研究者な どか ら 話を聞く会があ る の で ， 朝

日 池の 野鳥 に つ い て も 話 し て欲 し い と い う 要

請が県の担 当 者 の方 か ら あ り ， 資料や ス ラ イ

ド を持 参 し て 話 を し た。 そ し て計画 に 当 た っ
て は ， 朝 日 池 ・ 鵜ノ池 に 渡 ってくる 鳥の環境

を充分保全 す る よ う ， 配慮 し て 欲 し い と 要望

し た 。

そ の う ち， 県知事面接 の手続 き な どの準備

も で き て . 10月23 日 支部長 と 2 人で県庁に赴

き 金子知事不在 の た め ， 厚地副知事に要望 書

を手渡 し た。 要望 書 に は具体的 に 次 の 7 項 目

を そ れ ぞれ理由 を つ け て盛 り 込 ん だ。

(1 )  朝 日 池 ・ 鵜ノ池周 辺 に は 現状の他に遊歩

道 を含め道路 は 設 け な い 乙 と 。

(2) 朝 日 池 ・ 鵜ノ池 に は 遊覧用 や 釣 り 用 の ボ

一 卜 は ， 一切使用 し な い こ と 。

(3) 当 面鵜ノ池 も 朝 日 池 と 両 様 iζ鳥獣保護区

と し ， 公園化 ま で に全 域 iζ 広 げ る 乙 と 。

(4） 朝 日 池 ・ 鵜ノ地周 辺 の立 木 ・ 森林 ・ ア シ

原な ど現状の ま ま と し て おく と と 。

(5) 朝 日 池 ・ 鵜ノ池 に 汚水 を流れ込 ま な い よ

う にす る こ と 。

(6) 計画立案の策定委員会の委員 に は 現地 に

詳 しし、学識経験者を選ぶ こ と 。

(7) 観察者用 の施設等を設置 す る 場合 に は ，

、、・，.；

、、．，，，
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平成 3 年 I 0 月 2 3 日

日 本野島申告 新商県支部
支部亜 大 島 基

大渇町の都市公園建設に伴う 自然環境の保全について ｛要望）

日 頃 か ら 自燃震墳の保全な ら びに野生島額の保 置 に つ い て 配慮 さ れて い る こ と に敬

意を表 し ま す．

日 本野鳥申告 （全員 35000人｝ は 「 自燃を噂ぴ守 り 賢明に利用す る こ と が人頼回存

続 と 幸福に と っ て不可欠で あ る と の認蹟に立 ち 、 野鳥を通 し て 自 然に 親 し み 自然を守

る運動を、 社会自信額を得て発展 さ せ る こ と に よ 勺 て、 自 債 と 人間が共存す る轟かな

地琢車境目創造に貢献す る j と い う 理念に基ずいて活動 し て お り ま す．

と こ ろ で、 先頃大詞町に湖沼 を 中心 と し た県宮由軍市公園盛置を決定 さ れた こ と が

報道 さ れま し た． そ田構想や具体的信計画立章陪 こ れか ら の よ う であ り ま すが、 公園

予定地は野鳥 を 信 じ め畳かな 自健司盛 る 場所であ り 、 当 支部 と し て も 大 事 江関心を寄

せ て い る と こ ろ で あ り ま す．

こ れ ま で当寛郡金員等が調査観察 し た結果では、 朝 日 抱 と 髄 ノ 植が叢 り 鳥特に水島

額や猛禽額に と ・3 て、 極めて軍聾な越冬地およ び中露地に な っ て い る こ と が明 か に さ

れ て お り ま す． 即 ち 極付置料的 よ う に 、 天然記主岨咽 ヒ シ タ イ ・ マ ガ ン ・ オ ；） ロ ワ シ

お よ び特蜂鳥額申オオ タ カ ・ ハヤ ブサ 誌 どを ほ じ め、 多 〈 町野島が置来 L 生活 し て お

り ま す． 朝 日 池は県訟の鳥獣保橿区 に指定 さ れてい る こ と も あ 勺 て、 水島績が多 〈 時

、ー〆 に は 1 万羽以上に も 遣 し ま す． ま た 朝 日 地 ・ 蝿 ノ 油層辺町ア シ原では 、 春 と 肢の 量 り

、、，〆

の シ ー ズ ン に数多 〈 由小禽頼が通過 し 体 温 し て 行 き ま す． ．

こ れ ら 量 り 島白 書 く は、 北方や南方自 国 々 と聾が固 と の聞 を 往 き 来 し て お り 、 日 米

閥、 日 ソ 問、 日 夜 間 に 輔結 さ れた 『震 り 島条約」 白封車種 と な 勺 てい ま す． ま た、 こ

こ 4 - 5 年 の 日 ソ 共 同 の ヒ シ ク イ の標強調査に よ り 、 日 本海側に置来す る ガ ン額の中

継地およ び館冬地 と し て 、 朝 日 池が重要虹役割を畢た し て い る こ と も 明 ら かに な っ て

き ま し た （添付置料 1 〕 ． 朝 日 旭 ・ 掴 ノ 池は 、 県 内 陪 も と よ り 全国的にみて も 第 1 厳

の野島町宝庫で あ り ま す．

朝 日 池 ・ 踊 ノ 池を宮めて大詞町につ く ら れ る 都市公園は、 こ の よ う な 島 れ た 自 侭 を

活 か し 、 こ れ と 調和す る こ と が不可欠であ る と 考 え る も 自で あ り ます。 よ っ て別記の

よ う に 具体的な 要望事項を掲 げ ま す の で 、 特段のご配慮をお編い重 し ま す と と も に 、

世世に悼え ら れ る 公聞 を遭 ら れ る よ う 望み ま す．

関係団体 の 意 見を聴取す る こ と 。

以上 の よ う な 経過で あ る が， 今後 の運動 お

よ び課題 と し て は

(1 )  今 後 出 さ れ る 計画 に対 す る チ ェ ッ ク と 要

望 を す る 。

(2) 環境保護 に 関 し て 地元町民や団体の認識

を深め る 。

(3) 運動や イ ベ ン ト に 多 く の保護団体や そ の

会員 が多数 参加 す る こ と 。

(4） 観察調査 も 行 っ て ， そ の デ ー タ を蓄積 し

て ゆ く 乙 と 。

な どであ ろ う 。 （以上’92年 3 月 iζ 記 し た ）

と こ ろ で ， 県 は ’92年 6 月 lζ 乙 の公園 の基本

計画 を ま と め て公 表 し た。 そ れ に よ る と ， 鵜

ノ 池の方 は ， 周 り に 実験生態圏 ゾ ー ン ・ キ ャ

ン プ ゾ ー ン ・ ア ド ベ ン チ ャ ー ゾ ー ン ・ 自 然 観

察圏 ゾー ン を造 る 計画 で ， 相 当手 を加 え て ゆ

く よ う だ。 自 然観察圏 ゾ ー ン は ， 空 中 ・ 水上

・ 水中回廊 と 変化 に 富 ん だ道 を造 る と い う 。

Nn33・34日本野鳥の会新潟県支部報 ( 1 992)

大海町の都市公園建設 に 当 た っ ての要望

日 本野鳥の舎新潟県支部

I .  朝 日 池 ・ 鶴 ノ 地周辺には窮状自他には遅歩道を含め道路 は 置 け 屯 い こ と 。

（理由） 池畔に現状El上町道路をlit け て 人が通 る よ う に な れば、 水島額や ワ シ タ カ

額 な ど は曹威 し て飛び去 っ て し ま い 、 安住田地で屯 く な る． ま た、 こ 由 ょ う

，，烏額 は近づいて見 る こ と は で き な い ので、 そ 申 た め母観察路怯必要が 忽 い．

2 . 朝 日 地 ・ 鶴 ノ 池に 肱遊覧周や釣 り 瑚 の ポ ー ト は、 大小を間わず一切置周 し な い こ

と ．

〈理由） l . と 同櫨．

3. 当 面絹 ノ 池 も 朝 日 地 と 同様 に 晶獣梶草灰 と し 、 公国化 さ れ る ま で に は計画地の全

績に鉱大す る こ と 。

（理由） 狩猟期間を融けば構 ノ 池 も 朝 日 地 と 同揖 に 多 く の水島組が盤来 し ま すの で 、

回 ノ 柚 ・ 朝 日 池は一括 し て保護区 と す る の が軍 当 と 考え る 。 ま た他白 地 も 公

園 と え正 勺 て多 く の人が来 る よ う に な れば、 当然狩劉の対象地 と と し て は ふ き

わ し 〈 な い．

4 . 朝 日 柚 ・ 圃 ノ 地周辺町立本 ・ 議林な どは佑れ本 も含め現状の ま ま と し 、 伐鏡 し 江

い こ と 。 ま た、 池町縁に生育す る ヨ シ ・ マ コ モ の ア シ原は、 特に陸化の進行 を 紡 ぐ

場合自他回現状めま ま に し て お く こ と 。

（理由〉 池周辺申立木や疎林田賀境 は ワ γ タ カ 額 を は じ め多 〈 の樹烏額に と っ て軍

要 な こ と は言 う ま で も な い 。 ま た 、 ヨ ン と 共 に 生育 し て い る マ コ モの 雛 は ヒ

シ ク イ の餌 と な る ほ か、 ア ン原は水鳥類の遊離や繁殖の揖所 に も な り 、 ま た

小禽顕の ね ぐ ら や 誼 り 時白聾合地 と も 屯 る。

5. 朝 日 抽 ・ 踏 ノ 池に汚水を擁れ込 ま な い よ う に す る こ と 。

（哩由〉 生活廃水 な ど汚水が掠れ込めば袖は富�聾化 して舗輸の生態系に庫管を及

IJ:すばか り で な 〈 、 旅人物質に よ っ て 怯童物量輔の上か ら 、 島額を吉め抽に

生息する動物全体に生存上田重大な臨曹を及ぼす。

6 . 計画立案をす る 際、 署員会を設け て童見を聴取す る よ う な こ と があ れ ば、 委 員 に

は畠部門田専門草 と L て現地に 詳 し い学識経験者を選ぶ こ と ．

（理由〕 こ の こ と は 当然の こ と と 恩わ れ る が、 署員の構成で ・形式的伝委員会’ と

白誤解を費 げ な い よ う す る。

7 . 観察者周回施政，， どを 設 置す る よ う な場合には、 そ の場所や構造 な どに つ い て 、

関悟団体等の意見を聴取す る こ と ．

〈理由〕 こ れ ま で こ う し た施設が量 ら れ た際、 往 々 に し て ・ も う 少 し 何 と か な ら 江

か っ たか・ と い っ た声が聞かれる． せ っ か く 造 る 町で あ れ ば 、 あ る程度構E

さ れ る よ う に 、 意見を聴取 し て良 い も の を遭 っ て い た だ き た い．

中谷内i也
天ケ池

蜘ケj也
大潟P. A

大 潟 町 都 市 公 園 区 域

（新潟 日 報 ’9 1. 9. 5 よ り ）

く 以 上 〉

朝 日 池の方は ， 北 東 i乙 面 し た 所 に 縄文体験

村 ゾ ー ン を造 る ほ かは ， 湖面 ・ 周 辺 を 野鳥観

察 ゾ ー ン と し て ， 展望 ポ イ ン 卜 ・ 観察小屋 ・

野鳥 セ ン タ ー を設 け る 計画で あ る 。

運動 は ま だ 乙 れか ら も 続 け る 必要 が あ る 。
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〈 行 事 報 告 〉

福 島 潟 ガ ン 探 拾およ び 支 部 研 究 発 表 会 」
12月 8 日 ， 午前中 は 福 島潟で ガ ン の探鳥会

を ， 午後 は毎年恒例 の研究発表会 を 「紫雲寺

さ えず り の 里 J で 開催 し ま し た。

1. 福島潟ガ ン探鳥会

朝方 ど ん よ り し た 空模様 も 次第 に青空が広

が り ， ピ リ ッ と し た肌 に し み る 寒 さ も 心 地 よ

い 天候 の 中 ， 午前 9 時 ， 福 島潟排水機場の前

で約40名 の 参加者が集 ま り 探烏会が始 ま り ま

し た。

事務局挨拶の後 ， 地元 「福 島潟野鳥 の 会 J

佐藤会長 か ら 最近 の情報 を お話 い た だき ま し

た。 そ の後 ， 潟 の 反対側 に あ る 湿地へ移動 し ，

特 に ヒ シ ク イ を中心に観察を行 い ま し た。
水 田 や 畦 lと は ， ヒ シ ク イ の も の と 思 われ る

新鮮 な足跡 と 糞便が多数散見 さ れ ， 刈 り 取 ら

れ た後 に 出 て き た 稲穂が凪倒 さ れ た よ う な形

で押 し 倒 れ て お り ， 夜 間 の彼 ら の行動が窺わ

れ る よ う で し た。

湿地 に は ， ヒ シ ク イ の姿がわず か し か見 ら

れ ま せんで し た が ， 上 空 を 見上 げ る と ， 北東

の方向か ら 50羽， 100 羽 と 竿 と な り 鈎 と な っ

た ヒ シ ク イ の群れが次 々 と 湧 き 出 し て く る よ

う に飛来 し ， 舞落 ち る よ う に ア シ原へ吸 い込

ま れて 行 く 姿 が幾度 と な く 観察 さ れ ， 参加者

を喜ばせて く れ ま し た。 舞落 ち る 鳥 は ヒ シ ク

イ だ け で は な く ， 多少小型 の マ ガ ン がそ の群

れ に 混 ざ り ， な お派手 に 体 を揺 さ ぶ り 着陸 す

る 姿が印象的で し た 。

ま た ， 「 ミ ュ ウ ， ミ ュ ウ J と 鳴 き な が ら タ

ゲ リ が約50羽 ， 優雅に 飛 び回 り ， やがて ， ア

シ 原 に 体 を 休 め た ガ ン の大 き な群れの 中 に 降

り ， キ ョ ト ン と し た し ぐ さ で体 を 動 か し て い

ま し た が ， 次第 に 落 ち 着 き を取 り 戻 し ， と も

に初冬の淡 い 日 差 し を 受 け て の ん び り と 日 光

浴 l乙興 じ て い ま し た。 よ く み る と ， ヒ シ ク イ

の 中 に番号は確認で き な い も の の ， オ レ ン ジ

色 の 標識が何羽か観察 さ れ ま し た 。 前 日 7 日

の調査で は ， 10羽の標識 ヒ シ ク イ が見 ら れ た

そ う です。 遠 く に は ， チ ュ ウ ヒ が 2 羽 ， 3 羽

と 飛朔 し ， 時 々 ， カ モ の大群が忙 し く 飛 び交

っ て い る 光景が見 ら れ ま し た。

ひ と と お り 観察 がで き た後 ， 「福 島潟鳥類

観察所 J K 移動 し ， 屋 上 か ら ガ ン 類 の 休息風

景 を 観察 し ま し た。

一 観察鳥類 リ ス ト ー

ヒ シ ク イ （3000 ） ， マ ガ ン （ 200 ） ， コ ガ

モ ， コ ハ ク チ ョ ウ ， オ オ タ カ ， チ ュ ウ ヒ ， ノ

ス リ ， ト ビ ， ハ ヤ ブ サ ， ツ グ ミ ， タ ゲ リ ， 夕、、

イ サ ギ ， ア オ サ ギ ， カ イ ツ ブ リ ， モ ズ ， オ オ

ジ ュ リ ン ， ハ ク セ キ レ イ ， カ ワ ラ ヒ ワ ， ス ズ

メ ， ム ク ド リ ， ハ シ ボ ソ ガ ラ ス ． (21 種 ）

2 .  研究発表会

午後 は ， 紫雲寺町 に あ る 「新潟県愛鳥 セ ン

タ ー 紫雲寺 さ え ず り の 里 J を会場 と し て ，

研究発表会 を開催 し ま し た 。

は じ め に ， 会場を 提供 し て い た だ い た 「愛

鳥 セ ン タ ー j 本 間隆平所長 よ り ， セ ン タ ー の

設立 か ら 今 日 ま で の経緯を紹介 い た だ き ， そ

の 後 ， 研究発表会 に 移 り ま し た 。
(1 )  コ ム ク ド リ の非同 時ふ化 に つ い て （小池

重人氏）
コ ム ク ド リ は ， 卵 の ふ化が同 じ 日 に な る

場合 と ， 2 日 に わ た る 場合 （非同時ふ化）

がみ ら れ ， そ の原因 に つ い て 巣箱を利用 し

て 調査 し た結果が発表 さ れ ま し た。

(2) 日 本海 中部以北沿岸 に お け る カ モ メ 類 の

分 布 に つ い て （渡辺 央氏）

日 本海 沿岸 に お け る カ モ メ 類 の分布 を ，
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佐渡周 囲及 び北は青森県深浦港 か ら 南 は 福
井県小浜港 ま で ， 5 年聞 に わ た り 地理 的及

び種別 に 精力 的 に調査 し た結果 が発表 さ れ

ま し た。

(3)  初冬の野鳥 た ち （ ス ラ イ ド 映写 ） （佐藤

吟一氏 ）

ワ シ タ カ 類 を 中心 に写真撮影を行 っ て い

る 同氏が ， 初冬新潟iζ渡来 す る 数多 く の野

鳥の生態写真 を ス ラ イ ド で紹介 さ れ ま し た。

（小野島 学 ）

� ［�9181�探鳥会 （上越地区）」

、、ー〆

今年 も 晴天 に め ぐ ま れて よ い 探鳥 日 和 と な

っ た。 自 然 観察指導員 の会上越地区 と 合同 で

行 な っ て ， 参加者 は30名程。 遠 く 村上 か ら 来

ら れ た方 も あ っ た 。

折よ く 10時頃か ら ヒ シ ク イ と マ ガ ン が ， 大

群や小群で次々 に 帰 っ て き て 池 に お り る 光景

を 見 る こ と が で き た。 池 iと お り て も 身近 か な

所 で ガ ン を 見 ら れ た こ と に感動 し た 参加者 も

多 か っ た 。 ワ シ タ カ 類 で は ． オ オ タ カ が対岸

の松の 木 に ， ハ ヤ ブ サ の ベ ア が近 く の鉄塔 に

と ま っ て い た り ， ノ ス リ も 上空 を 帆期 し た 。

〔観察鳥類〕 カ ン ム リ カ イ ツ ブ リ ， ダ イ サ ギ ，

マ ガ ン ， オ オ ヒ シ ク イ ， オ オ ハ ク チ ョ ウ ， マ

ガ モ ， ヒ ド リ ガモ ， オ ナ ガ ガ モ ， ハ シ ビ ロ カU

モ ， ホ シ ハ ジ ロ ， キ ン ク ロ ハ ジ ロ ， ミ コ ア イ

サ ， ト ビ ， オ オ タ カ ， ノ ス リ ， ハ ヤ ブサ ， ハ

オ オ ヒ シ ク イ の雁落 ち

（雁の群が水面 iと お り る と き ）
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ク セ キ レ イ ， セ グ ロ セ キ レイ ， オ オ ジ ュ リ ン， ス

ズメ ， ハ シボ ソ ガラ ス ， ハ シ ブ ト ガラ ス。 (22種 ） 。

（山本 明 ）

己： 泊 探 烏 会」
朝降 っ て い た雪 も 止 んで曇空 な が ら ま ず ま

ずの天気。 9 : 30 K 町立体育館に集合， 渡辺

弘雄 さ ん よ り 寺泊 の海鳥 に つ い て 説 明 を き い

て か ら ， ま ず寺泊港へ。 乙 乙 で衰弱 し て 漁の

網 に かか つ て保護 さ れて い る シ ロ エ リ オ オ ハ

ム が 1 羽 し 、 た の で ， 手 に と っ て よ く 見 る こ と

がで き た。 足 が す ご く 後方 に つ いて い た 。

次 i乙 水族館 の近 く で カ モ メ 類 を観察 ， 水族

館で少量の給餌 を し て い た の で ， カ モ メ 類 と

ト ビの餌の と り 方 な ど 色 観察 で き た。 カ モ メ

類 は ウ ミ ネ コ ・ セ グ ロ ・ オ オ セ グ ロ だ っ た。

そ の あ と ， 出 雲 崎 ま で 行 っ た が ， 途中 の海岸

で ウ ミ ウ ， 出雲崎海岸 で ク ロ サ ギ， 出 雲崎港

内 で は カ モ メ 類 の他ハ マ シ ギ ， シ ロ チ ド リ ，

イ ソ ヒ ヨ ド リ な ど も 見 ら れ ， チ ョ ウ ゲ ン ボ ウ

も 現れ た 。

再 び体育館 に 戻 っ て 昼食。 吉井 さ んが材料

と 鍋持 参で つ く っ た タ ラ 汁が振舞わ れ た 。 終

っ て 探鳥の ま と め を し た り ， 小野島 さ ん か ら

先の ガ ン カ モ類一斉調査の結果 に つ い て き い

た り し て 14時に解散。

（参加 者〕 25名。

〔観察鳥類〕 ハ ジ ロ カ イ ツ ブ リ ， ウ ミ ウ ， ク

ロ サ ギ ， マ ガモ ， カ ル ガ モ ， ス ズ ガ モ ， ト ビ ，

ノ ス リ ， チ ョ ウ ゲ ン ボ ウ ， シ ロ チ ド リ ， タ ゲ、

リ ， ハ マ シ ギ， セ グ ロ カ モ メ ， オ オ セ グ ロ カ

モ メ ， カ モ メ ， ウ ミ ネ コ ， ハ ク セ キ レ イ ， タ

ヒ ノ イ リ ， ヒ ヨ ド リ ， モ ズ ， イ ソ ヒ ヨ ド リ ， ツ

グ ミ ， シ ジ ュ ウ カ ラ ， ス ズ メ ， ム ク ド リ ， ハ

シ ボ ソ ガ ラ ス ， ハ シ ブ ト ガ、 ラ ス ， （ シ ロ エ リ

オ オ ハ ム ） 。 27種 （28種） 。
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新潟県探鳥地散策シ り ーズ 盟

正善寺 ダ ム と そ の周辺

山本 明 ・ 古川 弘

こ の シ リ ー ズ は ま だ あ ま り 知 ら れ て い な い ，

い わ ば穴場的 な 所が こ の 頃 は 紹介 さ れて い る 。

上越地方に も そ う し た所は何箇所かあ る が ，

こ の シ リ ー ズ に は ま だ紹介 さ れて い な い 。

正善寺 ダ ム は 洪水 防災 ・ 農業 用 ・ 上水道用

の 多 目 的 ダム で ， 9 市町村の 広域供給水 源 と

し て 例年 に 完成 し た。 図 の よ う な 形 で、湛水面

積 0.35 kni。 周 囲の 地形 は急峻で ， 200 ～ 300

m の尾根に 固 ま れ ， 植生は殆ん ど落葉広葉樹

の 二次林で あ る 。

ダ ム の で き る 前 か ら ， ミ ゾ ゴ イ ・ ア オ ノ イ 卜
． ア オ ノイ ズ ク ・ ア カ シ ョ ウ ビ ン ・ サ ン コ ウ チ

ョ ウ な どがい て ， 良 好 な生息環境で あ っ た 。

ダ ム 工事 と ダ ム の完成に よ る環境の変化で，

一時現 わ れな か っ た鳥 も い た が， 年 が経 つ に

つ れ て ま た 回復 し て き て い る よ う で あ る 。

最近前記 5 種 も 繁殖期 に 出 て い る し ， フ ク

ロ ウ ・ ハ チ ク マ ・ ノ ス リ ・ サ シ バ な ど の 猛禽

類 も 現われ る 。 今 シ ー ズ ン は ダ ム水面で＝ ヒ ナ

連 れ の オ シ ド リ が見 ら れ た。 時折カ ワ セ ミ ・

カ ワ ガ ラ ス の姿 も 。 そ の他 ， カ ッ コ ウ ・ ホ ト
ト ギス ・ サ ン シ ョ ウ ク イ ・ ク ロ ツ グ ミ ・ ヤ ブ

サ メ ・ ノ ジ コ ・ イ カ ノレ ・ ニ ュ ウ ナ イ ス ズ メ な

ど も 定着 し て い る よ う だ。 勿論低山帯の普通
の烏 も生息 し て い る 。 ま た 4 月 ～ 5 月 は ま だ

冬鳥が残 っ て い た り ， 渡 り や 移動途中 l乙通過

し て ゆ く 烏 も 多 く ， そ れ ら を 見 る の も 楽 し い 。
乙 れ ま で年間を通 し て 9 1 種 が観察記録 さ れ た。

（国土地理院 1 /25000 地図よ り ）

正善寺 夕、 ム に行 く に は ， パス で上正善寺ま

で行 き ， そ こ か ら 歩 く か ， 車 な ら 図 の A ま た

は B ま で行 く か ， 県道 を C ま で行 っ て そ こ か

ら 歩 く C B ～ C 聞 は 悪路で車は無理） 。 図 の

散策路 と し た 所を ゆ っ く り 歩 く の も よ い し ，

B ～ C 間 だけ で も 繁殖期 は か な り の鳥 が 出 る 。

調査結果の取 り ま と め がお く れて ， 今回の支

部報 の発行が大幅 に お く れ， 支部会員 の皆様 に

は大変 ご迷惑を おか け し ま し た 。 心か ら お詰 び

い た し ま す。 一 渡辺 央 ・ 山本 明
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